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国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／東山荘・講堂�

開 会 点 鐘／12：30�

国 歌 斉 唱 �

ロータリーソング／我らの生業�

内　　　容／R財団月間に因んで�
　　　　　　R財団委員会�

会 員 慶 事 �
☆結婚記念日�
　11月 9日　滝口　喜徳君・けい子様ご夫妻�
　11月12日　水口　正宏君・伸　子様ご夫妻�

　先週１０月２５日（土）は日本
YMCA同盟結成１００周年記念行
事に招待を受けて、クラブを代

表して稲葉副会長と梶原幹事と３人で有楽町の
東京国際フォーラムに行って参りました。   �
　１９０３年（明治３６）に東京YMCAが財団法人とし
て認可されて以来、語学教育をはじめとして職業・
野外・生涯教育や社会体育の分野で先駆的活動
を展開していることは周知のとおりですが、バレー
ボールやバスケットボールがイギリスで誕生し
たYMCAのメンバーの創案であったということ
は初耳でした。   �
　最初に、国連難民高等弁務官を歴任し、今月
から国際協力機構の理事長を務めていて、今度
文化勲章を受章することになった緒方貞子さん
の講演、「人間の安全保障という視点から」と
いう副題で、『平和への道』がありました。安全
保障といえば、従来国家レベルで議論されてき

ましたが、さすが国際政治学者として、コソボ紛
争をはじめアフリカやアフガンの難民の窮状を見
てきた体験からの「人間の安全保障」という先駆
的主張は圧巻でした。   �
　記念式典では「YMCA１００年のあゆみ」というス
ライド・ショーを中心に、ゴスペル・ステージや
ブラームスのドイツレクイエム、ヘンデルのハレ
ルヤコーラスもあり、我ら３人もにわかクリスチャ
ンとなって、〈月なきみ空に、星はまたたき・・・〉
を斉唱しました。   �
�  「YMCAの歌」というのを初めて聴きましたが、
稲葉副会長と梶原幹事は西城秀樹の歌ならもっと
盛り上がったのに・・・と述懐。見回したところ
会場にはご老体が多く、YMCAならぬOMCAの感
ありなどと、とんちんかんなことを言いながら会
場移動しました。   �
　しかし広大な晩餐会場では、石田さん・阪田さ
んのご配慮で最前列のテーブルにつき、そこで後
藤邦夫さんや高野孫左門衛門さんにもお会いでき
ました。私の席はかつて「異邦人」を歌ったシンガー
ソングライター久保田早紀さんの一つ置いて隣り
でした。そんな一日を過ごしてきました。�

�

次回11月13日の例会�

１８１９回　１２：３０点鐘　東山荘・記念館�

会　長　  水口　正宏�



○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会員数� 出席者数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６１名� ５９名� ４９名�８３.０５％�９８.３１％�

石田　恩君　10月 3日　裾　野�
勝又重春君　10月10日　裾　野�
土屋義明君　10月10日　裾　野    �
内海宣彦君　10月15日　長　泉�
藤田昇司君　10月15日　ＧＲＡ�
田代博久君　10月15日　ＧＲＡ    �
渡邊　巌君　10月15日　ＧＲＡ    �
山口幸男君　10月15日　ＧＲＡ    �
山崎恭夫君　10月17日　裾　野    �
生野　旭君　10月21日　沼津北    �
大森清治君　10月22日　三　島    �
嶋田泉太郎君　10月24日　裾　野    �
菅沼　久君　10月24日　裾　野�
高柳雄輔君　10月24日　裾　野�
井口修一君　10月27日　沼津東    �
勝間田豪亮君　10月29日　長　泉  

●久し振りです。オーストラリア・ヂーロングで、親しくさせていただいていたキャサリン女史が、２００４年～２００５年の
Rotary Club Geelong Central のガバナーに選出され驚きました。 勝間田芳麿君 ●息子夫婦の仲人をして戴いた、
小山の岩田サヤカさん夫妻の長女、西島百子さんが国体山岳競技成人女子クライミングで、昨年は３位でしたが、本年は
見事優勝しました。百子さんのご主人は富士山測候所勤務という山岳一家です。 生野　旭君 ●同盟１００周年式典に
は、会長・幹事・副会長のご臨席を賜り厚くお礼申し上げます。また芹澤さんにはマイクロバスをお借りし、ありがとうご
ざいました。 石田　恩君 ●この度、父が県知事表彰を受けました。小山町では久し振りだそうです。皆様のお陰と思い
ます。ありがとうございました。 渋谷　一君 

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

●メーキャップ�
　　  （16名）�

　米山梅吉さんは日本のロータリーの創始者と

して知られていますが、本日は『米山梅吉翁と

信託のすすめ』という小冊子をもとに、なぜ日

本にロータリーを持ってきたか、どうして今日

のように普及するようになったかをお話します。   �

　１８８７年（１９歳）、青山の東京英和学院（現青山

学院）で英語を学び、生涯の師となる本多庸一先

生に教えを受ける。どうしてもアメリカへ行っ

てみたいと思い留学。   �

　８年間のアメリカ留学では創造を絶する苦学

をしたようですが、ニューヨークの図書館で「提

督ペルリの復命書」などを読み、ペルリに心酔

する。   �

　帰国後、三井銀行に入社。銀行業の調査のた

め度々海外に派遣させられる。   �

　１９１７年（４９歳）、財政問題調査団の一員として

渡米。三井物産ダラス支店長でロータリアンの

福島喜三次さんと、運命的な出会いをする。帰

国時に、福島さんから東京にロータリークラブ

を作ることを依頼される。    �

　１９２０年（５２歳）、東京ロータリークラブは設立さ

れたが賛同者が少なく、運営はうまくいかなかった。

当時は第一次世界大戦後の俄か成金が多く、商業

道徳は地に落ちていた。本多庸一先生から受け継

いだキリスト教精神（人にされて嬉しいことは、人

にしてあげなさい）が身に付いていた梅吉さんは、

日本も倫理的・道徳的・国際的経済社会にならな

ければいけないという気持ちを持ち続けていた。    �

　１９２３年（５５歳）、関東大震災の折に、ＲＩ会長か

ら見舞電報と見舞金２万５千ドルがすぐに送られ

てきた。その素早い心遣いが契機となり、ＲＣが

社会に認められ、東京と大阪だけだったＲＣが名

古屋、京都、神戸にと拡大していった。    �

　１９２５年（５７歳）、信託法が１９２２年に公布され信託

協会が発足、初代会長に就任。    �

�　「信託とは、信頼されて財産の管理にあたる。

営利だけでなく、常に奉仕の精神を持たなければ

ならない。」という考え方がロータリーの奉仕の精

神と共通していたために、信託事業の理想の普及

とロータリーの拡大の両方に全力を注ぎ続けた。    �

　その持続する努力が今日の礎となっています。

私たちもＲＣの会員として、米山梅吉さんのこと

をもう一度考えてみる必要があります。�

米山記念館運営委員会�

勝間田豪亮君�

米山月間に因んで�

●欠席者（10名）�

　秋田悦夫君・菅沼　久君・勝間田太住君・田代博久君 

　勝又敏樹君・渡邊俊彦君・根上陽一君・山崎伊久雄君

　小野寛幸君・山崎恭夫君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までに

　ご連絡下さい。�


